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論文内容の要旨
本論文は，炭酸ガスレーザについて反転分布形成において各種添加ガス( co2 , He , N2 , Xe )が果す
役割を詳細にしらべたものである。
本論文は，序論より総括まで 6 章で構成されている。
第 1 章は序論であって，従来報告されている炭酸ガスレーザにおける各種添加ガスの効果の研究を
概説し，発振機構との関連を考察して，現在尚かっ研究上不十分であると思われる点を指摘し，よっ
てもって本論文の内容が，この分野の研究で果す役割を明示している。
第 2 章では，パルス励起発振における添加ガス効果の研究成果を記述している。 He ガスの添加は
レーザ出力の飽和効果を大いに減少させ，出力増大に寄与し， N2ガスは電流パルスのエネルギーを有
効に吸収し，レーザ出力を増大させていることを示している。又， Xe ガスは電流密度の増大による
出力への寄与を示している。
第 3 章では， DC 放電中のガス温度における添加ガスの効果について記述している。 4 準位レーザ
系では，特にガス温度が反転分布形成に大きく寄与しており，エネルギー緩和過程での添加ガスの役
割を測定結果を拠にして，論じている。 He ガスはガス温度を下げる働きをするが， N2や Xe ガスは
温度上昇を導くことを明らかにしている。
第 4 章では， CW 発振における添加ガスの実験結果を前章のガス温度測定の結果を参考にして論じ
ている。 He ガスの添加は，大きく出力を増大させるが，これはガス温度の低下によるためと理解され
ている。
第 5 章では， DC放電励起での Q-switch において，添加ガスが果す役割を明らかにしている。
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この Q-switch 動作では特にガス温度の景簿が問題となり，添加ガスによる出力の変化が更に大き
くなる。ここでは He ガスの添加のみが出力増大に有効で、あり， Xe や N2 ガスの添加は従来からの定
説に反して ， CO2 レーザ発振に必ずしも，有益でないことを示している。
第 6 章は総括であり，ここでは，前章まで記述された各添加ガスの効果が励起機構，緩和機構と関
係して，どのような役割をもつかを整理し，ガス温度や放電々流との関係を要約している。
以上を通して，炭酸ガスレーザの発振機構が励起過程の問題よりも，ガス温度の景簿を含めた緩和
過程の問題としてより明確に理解されると共に，各種の添加ガスが実験条件に合せて，どのように用
いられるべきかとい 7 指針を，与えている。
論文の審査結果の要旨
本論文は，炭酸ガ吠レーザの特性向上に関し，レーザの反転分布形成における各種添加ガスの効果
を明らかにし，その方針を明白にしたものである。
初めに，パルス励起発振による実験の結果によって添加ガスの効果について検討，考察を行ない，
レーザ下準位の緩和過程の重要性を指摘，次に連続励起レーザにおける，ガス温度の測定結果より，
He ガスが有効にガス温度を降下させることを示している。更に CW 発振同力の電流依存性と添加ガ
ス効果を調べ，ガス温度の影響がレーザ出力を左右することを見出している。最後に大出力を得るた
めに用いられる Q- switch 動作において各添加ガスの果す有用性を確めている。
これらの結果は，炭酸ガスレーザの特性向上に関し指針を与えるものでレーザ工学上寄与するとこ
ろが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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